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後期リルケにおける「時間」の問題
―『C. W.伯の遺稿より』を中心に―
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On the problem of〉〉the time〈〈in the late Rilke
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４．終 わ り に
以上，『C. W.伯の遺稿より』を取り上げ，「歴史」と「自然」を手掛かりに後期リルケにおける
３０ 熊 沢 秀 哉





































 “Es winkt zu Fühlung fast aus allen Dingen”の詩行で始まる無題の詩。詳しくは拙論，―「世界内部空間」試論―，
岐阜聖徳学園大学紀要 第４２集，７～２１頁，参照。
３１後期リルケにおける「時間」の問題










 「C. W.伯」の時代設定についてはリルケも手紙の中で述べている。また，第２部のⅨの詩には「パレルモ １８６２」
という付記があり，この付記から設定年代が分かる。
	 リルケの作品の底本としては以下の全集を使用。引用部には巻数と頁数を記す。Rainer Maria Rilke: Samtliche









 Vgl., B. Allemann: “Zeit und Figur”, S．１２１．
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